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◆Summary
Treatment accuracy and business impact produced by introduction 
of PET/CT and the most advanced radiotherapy system
We started our clinical practice as a diagnostic imaging center includ-
ing PET/CT.  We have founded a radiation therapy facility with the 
most advanced radiotherapy system to clarify our goal of a freestand-
ing cancer clinic and to play some role in regional cancer care.

　

当
院
は
、
２
０
０
５
年
７
月
に
広
島
県
内
初
の
Ｐ

Ｅ
Ｔ
／
Ｃ
Ｔ
装
置
を
導
入
し
て
、
が
ん
ド
ッ
ク
先
端

医
療
健
診
セ
ン
タ
ー
を
開
設
し
た
。
09
年
10
月
に
は

高
精
度
が
ん
放
射
線
治
療
セ
ン
タ
ー
を
増
設
し
て
、

国
内
で
最
初
に
最
新
の
高
精
度
放
射
線
治
療
装
置
ノ

バ
リ
ス
Ｔ
ｘ
を
導
入
し
治
療
を
開
始
し
た１

。

　

こ
れ
に
よ
り
、
Ｐ
Ｅ
Ｔ
／
Ｃ
Ｔ
検
査
に
よ
る
分
子

イ
メ
ー
ジ
ン
グ
と
ノ
バ
リ
ス
Ｔ
ｘ
に
よ
る
高
精
度
放

射
線
治
療
を
統
合
し
た
、
地
域
医
療
連
携
を
基
盤
と

し
た
外
来
型
の
が
ん
専
門
放
射
線
科
ク
リ
ニ
ッ
ク
が

実
現
し
つ
つ
あ
る
。
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等２

で
も
Ｐ
Ｅ
Ｔ

／
Ｃ
Ｔ
検
査
と
高
精
度
放
射
線
治
療
の
２
枚
看
板
で

「
が
ん
専
門
ク
リ
ニ
ッ
ク
」
を
運
営
し
て
い
る
こ
と

を
紹
介
し
、
Ｐ
Ｅ
Ｔ
／
Ｃ
Ｔ
検
査
と
高
精
度
放
射
線

治
療
に
共
通
す
る
「
先
進
的
な
が
ん
医
療
」
と
い
う

キ
ー
ワ
ー
ド
で
、
地
域
の
医
療
関
係
者
や
一
般
市
民

に
対
す
る
認
知
度
を
高
め
る
結
果
に
つ
な
が
り
つ
つ

あ
る
と
感
じ
て
い
る
（
図
１
）。

　

そ
れ
ぞ
れ
高
額
な
施
設
設
備
投
資
が
必
要
な
Ｐ
Ｅ

Ｔ
／
Ｃ
Ｔ
装
置
と
最
新
放
射
線
治
療
装
置
を
導
入

し
、
こ
れ
ら
を
個
々
の
職
員
が
高
い
レ
ベ
ル
の
知
識

と
技
術
で
円
滑
に
稼
働
さ
せ
る
こ
と
で
、
精
度
の
高

い
診
断
と
治
療
を
行
い
地
域
が
ん
診
療
の
一
翼
を
担

う
こ
と
が
で
き
、
ひ
い
て
は
施
設
の
経
営
的
な
安
定

に
も
つ
な
げ
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
考
え
る
。

Ｐ
Ｅ
Ｔ
／
Ｃ
Ｔ
検
査
に
よ
る
が
ん
の
画
像
診
断

　

当
院
は
、
が
ん
ド
ッ
ク
先
端
医
療
健
診
セ
ン
タ
ー

と
し
て
開
業
以
来
、
２
台
の
Ｐ
Ｅ
Ｔ
／
Ｃ
Ｔ
装
置
以

外
に
も
最
新
鋭
の
画
像
診
断
装
置
を
揃
え
る
と
と
も

に
、
ゆ
っ
た
り
と
く
つ
ろ
げ
る
空
間
と
接
遇
を
重
視

し
て
「
高
品
質
で
快
適
な
が
ん
健
診
」
を
提
供
す
る

こ
と
を
目
指
し
て
き
た
。
ま
た
、
検
査
終
了
後
の
医

師
と
の
面
談
時
間
を
十
分
に
確
保
し
、
最
新
の
画
像

診
断
技
術
で
得
ら
れ
た
画
像
を
大
画
面
映
像
で
見
て

も
ら
い
な
が
ら
説
明
す
る
こ
と
に
よ
り
、
受
診
者
に

画
像
診
断
の
進
歩
を
実
感
し
て
い
た
だ
き
、
正
確
な

知
識
を
得
て
安
心
し
て
帰
っ
て
い
た
だ
け
る
Ｐ
Ｅ
Ｔ

が
ん
健
診
の
実
施
に
努
め
て
き
た
。
健
診
の
ニ
ー
ズ

が
高
い
土
曜
日
・
日
曜
日
・
祝
日
も
休
ま
ず
に
施
設

を
運
用
し
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、
安
定
し
て
毎
月
１

０
０
名
を
超
え
る
方
が
が
ん
健
診
と
し
て
Ｐ
Ｅ
Ｔ
／

Ｃ
Ｔ
検
査
を
受
診
さ
れ
て
い
る
。

　

一
方
、
が
ん
治
療
の
臨
床
現
場
に
お
い
て
Ｐ
Ｅ
Ｔ

／
Ｃ
Ｔ
検
査
の
有
用
性
評
価
が
急
速
に
進
ん
で
い

る
。
Ｆ
Ｄ
Ｇ
を
用
い
た
Ｐ
Ｅ
Ｔ
／
Ｃ
Ｔ
検
査
の
情
報

は
、
が
ん
の
病
期
診
断
、
特
に
リ
ン
パ
節
転
移
、
遠

隔
転
移
の
検
索
に
は
、
極
め
て
重
要
な
役
割
を
果
た

す
。
が
ん
治
療
を
受
け
る
予
定
の
患
者
が
、
あ
ら
か

じ
め
Ｐ
Ｅ
Ｔ
／
Ｃ
Ｔ
検
査
を
す
る
こ
と
に
よ
り
、

ル
ー
チ
ン
の
病
期
診
断
検
査
で
は
発
見
で
き
な
か
っ

た
遠
隔
転
移
を
発
見
で
き
る
症
例
が
少
な
か
ら
ず
存

在
す
る
こ
と
が
、
肺
癌
、
悪
性
リ
ン
パ
腫
、
大
腸
癌

な
ど
多
く
の
腫
瘍
で
報
告
さ
れ
て
い
る
。

要
旨
：
当
院
は
、
Ｐ
Ｅ
Ｔ
／
Ｃ
Ｔ
検
査
を
診
療
機

能
の
中
心
と
し
た
が
ん
ド
ッ
ク
先
端
医
療
健
診
セ

ン
タ
ー
と
し
て
開
設
さ
れ
た
が
、
最
新
の
放
射
線

治
療
装
置
を
導
入
し
た
高
精
度
が
ん
放
射
線
治
療

セ
ン
タ
ー
を
増
設
し
て
、
開
業
型
の
が
ん
専
門
放

射
線
科
ク
リ
ニ
ッ
ク
を
目
指
す
姿
勢
を
明
確
に

し
、
地
域
に
お
け
る
が
ん
診
療
の
一
翼
を
担
お
う

と
考
え
て
い
る
。

Ｐ
Ｅ
Ｔ
／
Ｃ
Ｔ
と
最
新
放
射
線
治
療
装
置
の

導
入
・
稼
働
が
生
む
治
療
精
度
と
経
営
力
向
上

医
療
法
人
社
団
葵
会　
　
　
　
　
　

広
島
平
和
ク
リ
ニ
ッ
ク 

院
長

廣
川　

裕
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遠
隔
転
移
の
発
見
は
、
手
術
療
法
、
放
射
線
療
法
、

化
学
療
法
の
治
療
選
択
肢
の
決
定
に
重
要
な
影
響
を

及
ぼ
す
し
、
根
治
目
的
の
治
療
が
緩
和
目
的
の
治
療

に
変
更
せ
ざ
る
を
得
な
い
こ
と
も
起
こ
り
得
る
。

　

ま
た
、
重
複
癌
診
断
に
お
け
る
Ｐ
Ｅ
Ｔ
／
Ｃ
Ｔ
検

査
の
役
割
も
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。
悪
性
腫
瘍
の
治

療
開
始
時
に
、
他
臓
器
に
偶
発
的
に
重
複
し
て
い
る

同
時
性
重
複
癌
を
効
率
的
に
発
見
す
る
た
め
に
Ｐ
Ｅ

Ｔ
／
Ｃ
Ｔ
検
査
は
有
用
で
あ
り
、
時
に
は
一
次
癌
の

治
療
方
針
変
更
に
つ
な
が
る
こ
と
も
起
こ
り
得
る
。

　

当
院
に
お
い
て
も
、
県
内
を
中
心
と
し
た
各
医
療

機
関
か
ら
の
保
険
適
用
で
の
検
査
依
頼
件
数
が
漸
増

し
、
今
で
は
が
ん
健
診
と
し
て
の
受
診
者
数
を
大
き

く
凌
駕
し
て
、
Ｐ
Ｅ
Ｔ
／
Ｃ
Ｔ
検
査
数
の
80
％
近
く

は
保
険
適
用
症
例
が
占
め
る
状
況
に
な
っ
て
い
る

（
図
２
）。

最
新
放
射
線
治
療
装
置「
ノ
バ
リ
ス
Ｔ
ｘ
」の
導
入

　
「
ノ
バ
リ
ス
Ｔ
ｘ
」
は
07
年
９
月
に
欧
米
で
発
売

さ
れ
た
最
新
の
高
精
度
放
射
線
治
療
装
置
で
あ
り
、

現
在
ま
で
に
世
界
で
１
０
０
台
余
り
が
ト
ッ
プ
レ
ベ

ル
の
医
療
セ
ン
タ
ー
に
導
入
さ
れ
て
い
る
。
当
院
で

は
、
09
年
10
月
に
高
精
度
が
ん
放
射
線
治
療
セ
ン

タ
ー
を
が
ん
ド
ッ
ク
先
端
医
療
健
診
セ
ン
タ
ー
の
隣

地
に
増
設
し
、
国
内
で
最
初
に
「
ノ
バ
リ
ス
Ｔ
ｘ
」

に
よ
る
高
精
度
放
射
線
治
療
を
開
始
し
た
。

　

旧
型
の
ノ
バ
リ
ス
は
、
リ
ニ
ア
ッ
ク
を
用
い
る
脳

定
位
放
射
線
治
療
専
用
装
置
と
し
て
、
１
９
９
７
年

に
ド
イ
ツ
ブ
レ
イ
ン
ラ
ボ
社
が
開
発
し
、
日
本
国
内

に
も
10
施
設
で
導
入
さ
れ
て
い
る
。
新
型
ノ
バ
リ
ス

「
ノ
バ
リ
ス
Ｔ
ｘ
」
は
、
旧
型
の
ノ
バ
リ
ス
の
弱
点

を
補
強
す
る
と
共
に
、
米
国
バ
リ
ア
ン
社
の
リ
ニ

図１　広島平和クリニックのホームページ　
PET/CT 検査と高精度放射線治療の２枚看板で
がん専門クリニックを運営していることを紹介し
ている（文献２）

図２　PET/CT 検査件数の推移　がん健診とし
て PET/CT 検査を受診する数はほぼ一定である
が、医療機関からの紹介で受診する数は直線的に
漸増している
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ア
ッ
ク
最
高
機
種
ト
リ
ロ
ジ
ー
の
機
能
を
統
合
し

て
、
さ
ら
に
高
機
能
化
し
た
世
界
最
高
峰
の
高
精
度

放
射
線
治
療
シ
ス
テ
ム
で
あ
る
。

　

最
先
端
技
術
を
駆
使
し
た
高
精
度
の
患
者
位
置
決

め
技
術
を
は
じ
め
、
世
界
最
小
幅
（
２
・
５
㎜
）
の

マ
イ
ク
ロ
絞
り
（
Ｍ
Ｌ
Ｃ
）
に
よ
る
精
細
で
鮮
鋭
な

ビ
ー
ム
形
成
、
世
界
最
高
水
準
の
高
出
力
と
最
新
の

回
転
Ｉ
Ｍ
Ｒ
Ｔ
（
強
度
変
調
放
射
線
治
療
）
の
技
術

（RapidA
rc

）
を
最
先
端
の
画
像
誘
導
技
術
（
Ｉ
Ｇ

Ｒ
Ｔ
）
と
統
合
す
る
こ
と
に
よ
り
、
頭
蓋
内
病
変
は

も
と
よ
り
、
頭
頸
部
、
脊
椎
、
肺
、
肝
臓
、
前
立
腺

な
ど
の
幅
広
い
領
域
の
病
変
を
ピ
ン
ポ
イ
ン
ト
に
治

療
で
き
る
高
精
度
な
放
射
線
治
療
装
置
で
あ
る
。

　

ス
テ
レ
オ
Ｘ
線
撮
影
な
ら
び
に
Ｃ
Ｔ
撮
影
機
能
に

よ
る
位
置
情
報
の
取
得
と
、
６
軸
ロ
ボ
ッ
ト
寝
台
に

よ
る
自
動
位
置
照
合
を
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
す
る
Ｉ
Ｇ

Ｒ
Ｔ
シ
ス
テ
ム
は
、
非
侵
襲
的
に
高
精
度
な
位
置
決

め
を
実
現
す
る
た
め
の
最
大
の
特
長
で
あ
る
。

Ｐ
Ｅ
Ｔ
／
Ｃ
Ｔ
検
査
と
高
精
度
放
射
線
治
療

　

Ｐ
Ｅ
Ｔ
／
Ｃ
Ｔ
検
査
は
、
が
ん
診
療
の
各
領
域
で

そ
れ
ぞ
れ
重
要
な
役
割
を
果
た
し
つ
つ
あ
る
が
、
特

に
放
射
線
治
療
は
そ
の
具
体
的
な
有
用
性
を
発
揮
で

き
る
領
域
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
Ｐ
Ｅ
Ｔ
／
Ｃ
Ｔ
検
査

で
肉
眼
的
な
病
変
の
広
が
り
（
Ｇ
Ｔ
Ｖ
）
を
決
定
し
、

そ
れ
に
基
づ
い
て
標
的
体
積
の
輪
郭
入
力
を
行
う
と

い
う
放
射
線
治
療
計
画
に
お
け
る
役
割
に
加
え
て
、

放
射
線
治
療
終
了
後
の
治
療
効
果
判
定
や
転
移
再
発

の
検
索
な
ど
に
お
け
る
役
割
な
ど
、
Ｐ
Ｅ
Ｔ
／
Ｃ
Ｔ

検
査
と
放
射
線
治
療
と
は
切
っ
て
も
切
れ
な
い
関
係

が
構
築
さ
れ
つ
つ
あ
る
。

　

３
次
元
的
に
標
的
体
積
を
決
定
す
る
た
め
に
は
、

正
確
な
病
変
の
広
が
り
診
断
が
必
須
で
あ
る
が
、
従

来
か
ら
の
Ｃ
Ｔ
画
像
あ
る
い
は
Ｍ
Ｒ
Ｉ
画
像
に
よ
る

標
的
体
積
決
定
に
対
し
て
、
Ｐ
Ｅ
Ｔ
画
像
あ
る
い
は

Ｐ
Ｅ
Ｔ
／
Ｃ
Ｔ
画
像
の
情
報
が
よ
り
正
確
で
的
確
で

あ
る
と
多
く
の
報
告
で
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ

ち
Ｐ
Ｅ
Ｔ
画
像
で
決
定
し
た
Ｇ
Ｔ
Ｖ
は
、
Ｃ
Ｔ
画
像

だ
け
で
決
定
し
た
Ｇ
Ｔ
Ｖ
に
比
べ
小
さ
く
限
定
的
に

な
る
と
の
報
告
が
多
い
。
た
だ
し
、
Ｃ
Ｔ
画
像
で
陰

性
と
診
断
さ
れ
た
リ
ン
パ
節
が
Ｐ
Ｅ
Ｔ
画
像
で
転
移

陽
性
と
判
断
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
Ｇ
Ｔ
Ｖ
は
む
し

ろ
拡
大
す
る
こ
と
も
あ
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

　

肺
癌
で
は
、
特
に
無
気
肺
を
伴
う
例
で
の
Ｐ
Ｅ
Ｔ

画
像
の
有
用
性
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
転
移
リ
ン
パ

節
領
域
の
決
定
に
お
け
る
Ｐ
Ｅ
Ｔ
画
像
の
有
用
性
は

非
小
細
胞
肺
癌
、
頭
頸
部
癌
、
食
道
癌
、
悪
性
リ
ン

パ
腫
な
ど
で
報
告
さ
れ
て
い
る
が
、
な
お
そ
の
役
割

は
限
定
的
で
あ
る
と
の
考
え
が
一
般
的
で
あ
る
。

　

例
え
ば
、
頭
頸
部
癌
で
リ
ン
パ
節
転
移
陰
性
と
Ｐ

Ｅ
Ｔ
画
像
あ
る
い
は
Ｐ
Ｅ
Ｔ
／
Ｃ
Ｔ
画
像
で
診
断
さ

れ
て
い
て
も
、
顕
微
鏡
的
な
リ
ン
パ
節
転
移
の
可
能

性
を
否
定
で
き
る
わ
け
で
は
な
い
の
で
、
臨
床
的
標

的
体
積
（
Ｃ
Ｔ
Ｖ
）
に
は
疑
わ
し
い
領
域
は
十
分
に

含
ん
で
放
射
線
治
療
を
行
う
と
い
う
臨
床
判
断
が
な

さ
れ
る
こ
と
が
多
い
。

Ｐ
Ｅ
Ｔ
／
Ｃ
Ｔ
を
利
用
し
た

高
精
度
放
射
線
治
療
の
一
例

　
〈
症
例
〉
63
歳
女
性
、
07
年
1
月
胃
癌
に
て
胃
部

分
切
除
術
施
行
。

（
現
病
歴
）
07
年
11
月
、
十
二
指
腸
リ
ン
パ
節
再
発

で
再
開
腹
し
、
局
所
切
除
を
行
っ
た
。
そ
の
後
、
内

服
化
学
療
法
を
開
始
し
た
。
09
年
1
月
腹
部
大
動
脈

図３　広島平和クリニックにおける初年度の高精度放射
線治療の実績（2009 年 10 月～ 2010 年 9月）　多くの
症例は最新の治療技術である回転ＩＭＲＴ法（RapidArc）
で治療されている
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周
囲
リ
ン
パ
節
再
発
で
再
開
腹
し
、
局
所
切
除
を

行
っ
た
。
そ
の
後
、
化
学
療
法
を
強
化
し
て
継
続
し

た
。
10
年
２
月
腫
瘍
マ
ー
カ
ー
上
昇
の
た
め
に
当
院

で
の
Ｐ
Ｅ
Ｔ
／
Ｃ
Ｔ
検
査
を
依
頼
さ
れ
受
診
し
た
。

そ
の
結
果
、
再
手
術
や
化
学
療
法
後
に
再
増
大
し
た

後
腹
膜
浸
潤
を
伴
う
腹
部
リ
ン
パ
節
転
移
が
腫
瘍

マ
ー
カ
ー
上
昇
の
原
因
で
あ
り
、
単
発
性
の
転
移
巣

で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
（
図
４

－

ａ
）。

　

放
射
線
治
療
計
画
：
固
定
具
作
成
、
治
療
計
画
用

Ｃ
Ｔ
撮
影
の
上
、
放
射
線
治
療
計
画
シ
ス
テ
ム
に
Ｐ

Ｅ
Ｔ
／
Ｃ
Ｔ
画
像
も
取
り
込
ん
で
、
最
新
の
回
転
Ｉ

Ｍ
Ｒ
Ｔ
技
術
（RapidA

rc

）
で
ピ
ン
ポ
イ
ン
ト
に

治
療
す
る
こ
と
を
前
提
に
、治
療
計
画
を
立
案
し
た
。

Ｐ
Ｅ
Ｔ
／
Ｃ
Ｔ
検
査
で
高
集
積
を
示
す
主
腫
瘤
（
Ｐ

Ｔ
Ｖ
―
１
）
に 60.0Gy/20

回/4

週
、
主
腫
瘤
周

辺
の
浸
潤
領
域
（
Ｐ
Ｔ
Ｖ
―
２
）
に 45.0Gy/20

回

/4

週
を
高
精
度
に
集
中
的
に
照
射
す
る
標
的
体
積

内
同
時
ブ
ー
ス
ト
法
（
Ｓ
Ｉ
Ｂ
）
を
採
用
し
た
。
そ

の
際
に
、
周
囲
の
十
二
指
腸
と
空
腸
に
厳
密
な
線
量

制
約
を
加
え
て
、
こ
れ
ら
へ
の
有
害
事
象
を
予
防
し

た
（
図
５
）。

　

治
療
前
後
の
経
過
観
察
：
放
射
線
治
療
中
も
治
療

後
も
、
下
痢
や
腹
痛
な
ど
の
消
化
器
症
状
も
な
く
、

安
全
に
治
療
を
完
遂
で
き
た
。
治
療
終
了
１
週
間
後

と
４
ヵ
月
後
に
Ｐ
Ｅ
Ｔ
／
Ｃ
Ｔ
検
査
で
経
過
観
察
を

行
っ
た
と
こ
ろ
、
Ｃ
Ｔ
上
は
腫
瘤
陰
影
が
遺
残
す
る

も
の
の
集
積
の
指
標
で
あ
るSU

V
m
ax

は
漸
減
し
、

腫
瘍
マ
ー
カ
ー
も
著
し
く
低
下
し
て
正
常
化
し
た

（
図
４

－

ｂ
、
ｃ
）。

図５　PET/CT 検査の情報に基づく高精度放射
線治療の線量分布の一例　PET/CT 検査で高集
積を示す主腫瘤（PTV-1）に 60.0Gy/20 回、主
腫瘤周辺の浸潤領域（PTV-2）に 45.0Gy/20 回
を高精度に集中的に照射する

治療後4ヵ月

治療後1週間

治療前

図４　高精度放射線治療前後の経過観察にお
ける PET/CT 検査の役割　胃癌術後腹部リ
ンパ節単発再発例
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高
度
な
診
療
を
支
え
る
い
く
つ
か
の

具
体
的
な
取
り
組
み
と
今
後
の
方
向

　

Ｐ
Ｅ
Ｔ
／
Ｃ
Ｔ
検
査
は
、
異
な
る
画
像
診
断
モ
ダ

リ
テ
ィ
の
融
合
と
活
用
と
い
う
新
し
い
視
点
を
、
画

像
診
断
医
や
診
療
放
射
線
技
師
に
与
え
て
く
れ
た

が
、
当
院
で
は
こ
の
画
像
融
合
と
活
用
と
い
う
分
野

を
日
常
診
療
の
中
か
ら
深
く
研
究
的
に
推
進
し
て
、

放
射
線
診
断
と
放
射
線
治
療
の
隙
間
領
域
を
大
き
な

実
り
あ
る
領
域
に
育
成
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　

そ
の
た
め
に
は
、
各
画
像
診
断
モ
ダ
リ
テ
ィ
の
特

性
を
知
り
、
臨
床
的
な
ニ
ー
ズ
も
よ
く
理
解
で
き
る

優
れ
た
研
究
志
向
の
ス
タ
ッ
フ
を
増
や
す
必
要
が
あ

る
が
、地
域
の
公
的
基
幹
病
院
な
ど
の
臨
床
現
場
は
、

ど
こ
も
放
射
線
診
断
医
は
人
手
不
足
で
あ
り
、
新
た

な
リ
ク
ル
ー
ト
は
困
難
で
あ
る
。
一
方
、
現
場
に
は

知
識
や
資
質
の
レ
ベ
ル
が
高
く
、
高
い
目
標
を
決
め

て
研
究
的
な
仕
事
に
取
り
組
む
こ
と
が
で
き
る
診
療

放
射
線
技
師
も
多
く
存
在
す
る
。
こ
れ
ら
の
技
師
に

知
識
と
技
術
を
磨
い
て
も
ら
い
、
職
業
人
と
し
て
の

業
務
貢
献
、研
究
者
と
し
て
の
新
し
い
チ
ャ
レ
ン
ジ
、

そ
し
て
何
よ
り
医
療
者
と
し
て
の
人
助
け
と
い
う
や

り
が
い
の
あ
る
職
場
環
境
を
構
築
す
れ
ば
、
自
ず
と

道
は
開
け
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。

　

ノ
バ
リ
ス
Ｔ
ｘ
の
導
入
を
機
に
、
４
年
間
使
っ
て

き
た
Ｐ
Ｅ
Ｔ
／
Ｃ
Ｔ
装
置
に
新
し
い
３
次
元
逐
次
近

似
画
像
再
構
成
法
ソ
フ
ト
（V

U
E Point Plus

）

の
導
入
、
呼
吸
同
期
シ
ス
テ
ム
の
導
入
（4D
-PET

の
実
現
）、
放
射
線
治
療
用
ワ
ー
ク
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

（A
dvantage-Sim

）
の
導
入
、11C/
18F

多
目
的
標

識
化
合
物
合
成
シ
ス
テ
ム
の
導
入
を
行
っ
た
の
に
加

え
て
、
多
種
類
の
組
み
合
わ
せ
検
査
予
約
を
フ
レ
キ

シ
ブ
ル
に
運
用
で
き
る
新
予
約
シ
ス
テ
ム
の
開
発
と

導
入
、
院
内
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
有
効
利
用
の
検
討
と

実
践
、
Ｐ
Ａ
Ｃ
Ｓ
な
ど
医
療
情
報
化
シ
ス
テ
ム
の
条

件
付
き
オ
ン
ラ
イ
ン
接
続
を
目
指
し
た
地
域
医
療
連

携
の
模
索
な
ど
、
医
療
情
報
部
門
の
補
強
を
含
む
い

ろ
い
ろ
な
取
り
組
み
を
行
っ
た３

。

　

当
院
で
は
今
ま
で
に
も
Ｐ
Ｅ
Ｔ
／
Ｃ
Ｔ
画
像
を
用

い
た
仮
想
縦
隔
鏡
、
音
楽
演
奏
中
の
脳
活
動
の
画
像

化
、13N

-

ア
ン
モ
ニ
ア
Ｐ
Ｅ
Ｔ
に
よ
る
心
筋
血
流
評

価
な
ど
の
臨
床
研
究
を
行
っ
て
き
た
が
、
放
射
線
治

療
の
た
め
に
優
先
し
て
Ｐ
Ｅ
Ｔ
／
Ｃ
Ｔ
検
査
を
利
用

で
き
る
環
境
が
で
き
た
の
で
、
今
後
と
も
放
射
線
治

療
へ
の
応
用
を
究
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　

具
体
的
に
は
、
呼
吸
同
期
の
Ｐ
Ｅ
Ｔ
／
Ｃ
Ｔ
、
脳

腫
瘍
の11C-

メ
チ
オ
ニ
ン
Ｐ
Ｅ
Ｔ
、
て
ん
か
ん
焦
点

特
定
の
た
め
の11C-

フ
ル
マ
ゼ
ニ
ル
、
低
酸
素
イ

メ
ー
ジ
ン
グ
薬
剤
の18F-M

ISO

に
よ
る
低
酸
素
領

域
の
描
出
な
ど
、
幾
つ
も
の
テ
ー
マ
で
実
臨
床
に
役

立
て
る
研
究
的
な
ア
プ
ロ
ー
チ
を
実
行
し
つ
つ
あ
る
。

　

今
後
も
、
知
的
好
奇
心
を
高
い
レ
ベ
ル
で
維
持
で

き
る
よ
う
な
お
も
し
ろ
い
職
場
に
し
て
、
優
秀
な
職

員
が
集
う
場
に
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。
そ
の
こ
と

で
地
域
の
が
ん
診
療
に
直
接
貢
献
で
き
、
職
員
自
身

の
生
き
が
い
作
り
や
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
が
可
能
で
あ

り
、
ひ
い
て
は
経
営
的
な
安
定
も
得
ら
れ
る
も
の
と

信
じ
て
い
る
。
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